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1994年に発表されたデイヴィツド・グターソン（1956- ）著『ヒマラヤ杉に降る雪』（以下『ヒ
マラヤ杉…』）は、漁師の死亡事件の真相究明を軸に、日系アメリカ人定着の軌跡と第二次世界大戦
で心身に傷を受けた人々の生き様を描いた文学作品である。英米でベストセラーとなり、米国ペン
クラブのペン/フォークナー賞を含むいくつかの賞を受賞し、高い評価を受けた。現在では20カ国語
以上に翻訳されている。
日本では1996年に『殺人容疑』の題で翻訳が出版されたが、この邦題は作品の意図や内容を読者
に誤解させかねないものである。また、1998年にはアメリカで映画化 もされたが、島の美しい風景
を描き出すのには成功していても、登場人物たちの深い心の傷や生き様を十分に描き出すには、あ
まりに時間が短すぎたという印象である。
本稿では、この作品を援用しながら、日系移民のアメリカ定着の歴史を概観し、この作品にも描
かれているような、日系人が受けてきた差別による心の傷や、自己のアイデンティティーに対する
葛藤を検証してみたい。
1 。 日 系人 の アメ リカ 本土 へ の定 着
日本人が集団でアメリカへ渡り始めたのは、1885年に当時まだ王国であったハワイ政府と日本政
府との間で結ばれた「官約移民制度」が契機であった。サトウキビやコーヒーの栽培に多数の労働
者を必要としていたハワイ政府が、数十年にわたって日本政府に働きかけを行った結果であった。
日本ではその前年西日本を中心に台風の被害がひどく、また、数年前から全国的な不況でデフレ経
済に陥っていた。商工業者は失業し、農民は米の不作により借金がかさみ、こういった人々は北海
道への開拓移住か海外への移住の道を選ぶしかなかった。そして、気候の厳しい北海道よりも、異
国ではあっても温暖で給料のよいハワイを望む者が多かったのだった。ハワイ側は月額15ドル（食
費込み）の支払いを約束したが、それは、当時の広島県の成人男性の農作夫の給料1.7年分に相当し
たという。1)また、横浜からホノルルまでの旅費および食費は無料であったため、第1 回の600名の募
集に対し約2 万8 千人が応募した。そのうち実際ハワイへ渡航できたのは988名で、失望した者たち
が目を向けた先、それがアメリカ本土の西海岸であった。1995年時点で、アメリカ全土で約85万人
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の日系人のうち、もっとも多く居住しているのが、カリフォルニア州（約35万3 千）、ついでハワイ
州（約26万2 千）、ワシントン州（約4 万3 千）となっており、ハワイ州と西海岸の二つの州だけで、
全体の約67％を占めている丿 日本との間に初めて定期航路が設けられたのは、ワシントン州のシ
アトル（1896）であるが、『ヒマラヤ杉…J の舞台のモデルとなった小島もこの近くであり、作品中
にもしばしばシアトルの名が出てくる。日本人、日系人にとってシアトルはもっともゆかりの深い
都市ということになる。
日系人のアメリカ本土への渡航には、いくつかの波がある。第1 の波は、今言及したように、官
約移民制度でハワイに行きそこねた人々が本土をめざした1885年以降の数年である。1888年には、
ハワイでの第1 回移民契約が満期を迎えたが、満期者のなかで、本土へ向かう者が出てきた。ハワ
イへ渡った者たちは、必ずしも皆が思うように金を貯められたわけではなく、契約を延期してハワ
イに残る者、ハワイでの生活に限界を感じてもっと労働条件のよい本土へと移った者がいたのだ。
日本での食うや食わずの生活に比べればましとはいえ、労働は過酷で住居も粗末であり、渡航者の
多くを占めた単身の男性の生活は乱れがちで、飲酒、賭博、女遊びで金を失うことも少なくなかっ
たという。当時ハワイの日系人の間で流行した俗謡「ホレホレ節」のひとつに次のようなものがあ
る。
行こかメリケンヨウ 帰ろかジャパン ここが思案のハワイ国3)
3年の契約が終わり、アメリカ本土へ渡るか日本へ帰るかと迷う気持ちを謡ったものである。ホレ
ホレとはハワイ原住民の主食であるタロイモの下葉（枯れ葉）のことで、これを取り除くのが日系
人女性たちの仕事のひとつであった。作業歌として始まったホレホレ節は、酒を飲みながら男たち
が歌うものとしても流行し、多様な歌を残した。
第2 の波は1895年に日清戦争が終結した後にやってきた。外地からの引き揚げ者や復員兵の多く
は職がなく、また、日本経済も戦後インフレ状態となり、政府は海外への移住を積極的に奨励した。
このころには民間の移民斡旋会社も登場し、1894年に政府から業務を委譲された後はいっそう募
集・送出活動を活発に行っていた。1898年にはハワイがアメリカ合衆国に併合され、ハワイから本
土への転航がブームとなり、ハワイへの移民は翌1899年をピークに、減少の道をたどることとなっ
た。急増する日系人に対する反発が強まり、1900年4 月、日本政府は渡航者数を制限、同年8 月に
は新規渡航を一切禁止した。しかし、粗末な衣食住にもよく耐え、長時間勤勉に働く日系人労働者
の需要は高く、1902年には規制が緩和され、渡航が再開された。1905年の日露戦争終結後にも多く
の引き揚げ者や復員兵がハワイやアメリカ本土へ渡った。
『ヒマラヤ杉…J にも日系人定着の状況が描かれている。
日系アメリカ人の両親や祖父母がサン・ピエトロ島に初めてやってきたのは、1883年に までさかのぼる。（中略）39
人の日本人がポート・ジェファーソンの製材所で働いていたが、国勢調査員は彼らのちゃんとした名前を聞く
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のを怠り、ジャップ1 号、ジャップ2 号、（中略）ちびジャップ、木っ端。長靴、でぶなどと記入した。20
世紀に入るころには300人をこえる日本人がサン・ピエトロ島にやってきた。ほとんどはアメリカ合衆国に残
りたいために、ポート・ジェファーソン港で、契約期間が切れる前に船を飛び下りた帆船の乗組員だった。多く
はアメリカの金を持たずに岸に泳ぎ着き、ジャップ・タウンにたどり着くまで、サーモン・ペリーやマツタケを
食べながら島の野道をさまよった。4)
「サン・ピエトロ島」というのは架空の島であるが、ワシントン州ピージェツト湾にあるベイン
ブリッジという実在の島がモデルとなっており、作品に描かれている風景や歴史的背景も事実を下
敷きにしている。シアトルからフェリーで30分ほどのこの島で長年英語教師を勤めていた作者グ
ターソンは、島の歴史に興味を抱き、日系人が受けてきた差別や不公正な扱いについて描きたいと
思ったのだという。5)引用部分からも分かるように、ペインブリッジ島への初期の移民は、賃金労働
者として、製材所やイチゴ畑での労働に携わった。気候のより温暖なカリフォルニア州では、農業
に従事する者がもっとも多く、特に園芸や造園における高い技術を持っていた日本人は、庭師とし
てアメリカ人の中・上流家庭にもてはやされた。
当初は、ハワイと同様本土への渡航も、いわば「出稼ぎ」のためであり、故郷に錦を飾ることが
目的であった。これが、長期的な「定住」へと色合いを変化させたのは、1908年の「紳士協定」以
降である。1905年に日本が大国ロシアに勝利をおさめたことは、アメリカ国民に大きな脅威を与え、
黄色人種が白人に災いをもたらすという「黄禍論（YellowPeril）」が新聞に書きたてられた。日系
人労働者の需要は相変わらず高かったものの、国民全般の反日感情はますます高まりを見せ、1906
年には、日系移民1 世の帰化を認めない法が制定され、さらに1908年の「紳士協定」により、新規
の渡航が再び禁止された。これらの一連の動きから、日系人の間には「いったん日本に帰ったら、
もう二度とアメリカに戻れないかもしれない」という不安が広まり、アメリカに腰をすえるという
意識が強まっていった。単身で渡航していた男性移民は、家族を呼び寄せたり、写真だけの見合い
によるいわゆる「写真花嫁」を呼び寄せたりした。r
ヒマラヤ杉…』の登場人物、日系人のハツエの母フジコもそうした写真花嫁の一人として描か
れている。広島県の米問屋の娘であったフジコは、アメリカで有望な青年が待っているという媒酌
人の言葉にだまされて、太平洋を渡ってきた。しかし、実際に彼女を待っていたのは、ほとんど文
無しの無骨な男だった。フジコはやがて夫を拒否することをあきらめ、シアトルの下宿屋で便所掃
除をしたり、波止場の食堂で炊事をしたりして、家計を助け、子供を産む。
なにせ写真だけの見合いであったため、職業や財産、年齢を偽る花婿は実際後をたたなかったと
いう。そしてだまされたとわかってもどうすることもできず、日本に帰るための金を貯めるつもり
が、いつしかアメリカに腰を落ち着けてしまうことになった写真花嫁が少なくなかったのである。
このように、単身者から家庭単位での定着者が増加するにともない、日系人の生活もしだいにアメ
リカの土地に根をおろし、浮動性は薄れていった。文芸、スポーツ、日本舞踊なども盛んになり、
日本移民の文化が向上していった。
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渡航者の多くは、元は貧しい農民であったことから、自分の土地を所有することは、日系移民 と
しての最終目標であったといえよう。太平洋岸にたどり着き、賃金労働に従事していた彼らは、貯
蓄を重ね、自分の土地を所有するようになった。1906年の帰化法により、1世の帰化の望みが絶たれ、1913
年にはカリフォルニア州で、市民権を得る資格のない外国人（日本人のl 世もこれに含まれる）
の土地購入が禁じられた後も、アメリカ生まれの2 世の名義で土地を購入するなどして苦労を続け
た。1924年には俗に「排日法」と呼ばれる移民法によって、日本人は年間100人も入国できなくなり、
これ以降アメリカへの移民は激減したのである。しかし、このころには、1880年代から渡り始めて
いた初期の日系移民たちは、すでにアメリカでの定着の時代を迎えており、農業以外の分野に進出
する者も出ていた。「定住」から「永住」へと移民たちの意識もすでに変化し、アメリカに骨を埋め
る決意を固めていた。1930年には本土とハワイでそれぞれおよそ14万人の日系人が暮らしていたの
である。
2 。 日系 人 の ア イデ ンテ ィテ ィー1
で述べたように、賃金労働に従事して金を貯め、土地を借りたり購入したりして農業を営む日系
人が多かったわけであるが、そのように長期的にアメリカに住むようになっていった日系人の意識(
アイデンティティー) についてここで考察してみたい。
『ヒマラヤ杉…』の主人公の一人ハツエの一家を例にとってみよう。ハツエの父ヒサオは、単身
でシアトルに渡り畑仕事をしていたが、後にフジコと結婚、ハツエが生まれ、イチゴの缶詰工場の
仕事を見つけ、サン・ピエトロ島に移り住む。初めはインディアンの家族とともに納屋に住みイチ
ゴ畑でのきつい労働に従事していた。やがて土地を借りて自ら粗末な家を建て、イチゴの栽培を始
める。作品の中でヒサオは、寡黙で実直、控えめな人物として描かれている。「ジャップ」と侮蔑さ
れても、憤りを押し殺してmm 無礼に振舞い続ける。後にハツエの夫となるカブオの父ゼンイチも、
同様な描かれ方をしている。
このような性格は、実際、日系移民I 世の男性に典型的なものと受け止められていたようである。
『海外移住の意義を求めて』の中に1 世の性格について述べている部分があるが、それによると彼
らは自己主張をせず、遠慮をし、感情を抑える傾向があり、それによって西洋社会の人々の間に「日
本人はずるい、不可解である、信用できない、疑い深い」6)といった誤解を定着させてしまったと、
説明がなされている。ここで興味深いのは、同書ではこのような日系l 世の性格の原因を、彼らの
多くが長男でなかった点にあると見ていることである。初期の移民の多くは、貧しい農漁村出身の
若い独身男性であった。長男は家に残り、次男以下が口べらしと出稼ぎのために渡航をしたという
ことになるが、家督として絶対的な立場の長男と比較して、次男以下というものは、自己主張は認
められず、常に我慢を強いられ、自分の分をわきまえることを生まれながらに運命づけられていた。
アメリカに来てもなお、そのような性分は変わらず、言葉の壁も手伝って、欧米人から受ける偏見
や差別にも黙って耐えるしかなかったのであろう。
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一方、ヒサオの妻フジコの性格 は、グターソンが日本人女性 に見る美徳すなわち芯の強さや謙 虚
さを体現させた登場人物である。フジコは、裕福な家庭の出身であることの誇りを失わず、常に毅
然 とした態度でいる。強制退去の途上で体調を崩した際も、娘たちに気取られまいと歯 を食いしば
る。
ヒサオの長女であるハツエは、家では日本語で話すものの、外で は英語を使い、学校教育 もアメ
リカ人の子供たちと一緒 に受けて育った娘である。ハツエは、4人の妹たちの世話をしたり、イチゴ
畑 の作業 を手伝うかたわら、海岸やヒマラヤ杉の森では幼なじみのイシュマエ ルという少年ととも
に自由奔放に遊び、自然を享受する。彼女はそのようなときにこそ本当に自分 が開放されると感じ
ている。ハツエ に日本人らし さを身 につけてほしい と願う母 は、彼女をシゲムラという夫人のもと
へ通 わせるが、ハツエは茶道、書道、活け花 を習うと同時 に、「日本人女性」とはいかなるものかを
教わることとなる。上品な立 ち居振 る舞いだけでなく、つつましさ、忍従、調和 といった言葉で表
されるような日本人女性 の精神性を教 え込 まれる。10 代の生気にあふれるハツエ は、ダンスがした
い、おしゃれがしたい と反発を感じながら も、シゲムラ夫人 の教育 を受け入れ、内面を隠す術を身
につけていく。
シゲムラ夫人の教育 は、ハツエ という一人 の日系2 世のアイデンティティーをいっそう複雑なも
のにしてしまう。日本人 の両親 から生 まれ、家族とは日本語 で話し、日本人女性 らしさを教え込 ま
れる一 方、幼いころからアメリカ人の子供たちと遊 んで育ったハツエ は、日本の地を見たこともな
い。彼女にとっては、自分が生まれ育った このアメリカの小島こそがふ るさとであり、 この海や森
が彼女がもっ とも自分を開放で きる場所である。しかし、イシュマエルとの恋を、強制退去によっ
て引 き裂かれるハツエ は、自己 のアイデンティティーをも引き裂かれてし まう。 本人 の素性 も意志
もまったく関係なくアメリカ人 の憎むべき敵「ジャップ」 と熔印 を押され、 ひどい扱いを受 けるこ
との不条理に、若いハ ツエは激しく悩み苦しむ一 自分はいったい何人なのかと。
ハツエの場合、強制収容 を経験し、同じ く日系2 世のカブオと結婚 することで、日系人 としての
意識を強めていくことになるが、彼女が体験した自己のアイデンティティーへの疑問や葛藤は、多
くの日系人 が実際に体験してきたものである。
平成14 年6 月NHK 教育放送で放映された 『月のウサギー 日系アメリカ人 強制収容 の記録』
（1999 年、ワビ・サビ ・プロダクション制作）という番組は、第二次大戦中に行われた日系人 に対
する強制収容 についてとりあげたものであった。 その中に出演した2 世 の人たちは、アメリカで生
まれ育ち、英語を話し、アメリカ人であることを疑わぬ自分たちが、なぜ日系人というだけでその
ような差別を受けるのか理解できなかったと語る。し かし同時に、番組のタイトルが示唆するよう
に、語り手であり番組の制作者で もあ るエミコ・オオモリ（日系2 世）は、同じ月を見ても、日本
人や日系人は西洋人が決して見ることのない餅をつくウサギの姿を見るのだ と語る。つ まり、彼女
自身がたしかに自分の血の中に「日本人 」の血が流れていることを感じているのであり、自分は何
人なのかが決めきれずに葛藤しているのである。
「出稼ぎ」の意識で日本を旅立ち、「定住」「永住」へと意識 を変化させていきながらも、「日本人」
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であることを常に忘れずそのように振る舞い続けた1 世に対し、アメリカで生まれ育ち、英語を話
す2 世の意識は「日本人」ではなく、「日系アメリカ人」もしくはただの「アメリカ人」ということ
になるだろう。移民の間では、このような世代によるアイデンティティー意識の差がしばしば生じ
るのである。
だがそもそも「アメリカ人」とは誰のことをいうのであろうか。先住民の祖先さえも現在のベー
リング海峡経由でアジアから渡ってきたとされていることを考えれば、すべての者が移民であり、
生粋のアメリカ人はいないことになる。東京では三代前から住んでいて初めて「江戸っ子」といえ
るのだそうだが、アメリカの場合はどうなのだろうか。アメリカ国籍の有無は「アメリカ人」の定
義の基準にはなっていない。国勢調査でも祖先の出自を問う項目には、アメリカ以外の多くの国や
地域の他に「アメリカ」という回答も用意されている。要するに現在のアメリカでは、自分が何人
であるかは、自分で決めることであるのだ。
3 日系人に対する偏見と強制収容
なぜ日系人はアメリカで偏見や差別の対象となったのか。 この問いに答えることは難しい。白人
同士であっても、後からやって きた移民 は、先に来て定着していた移民 から差別されたという歴史
的事実 もあるため、単に非白人性だけを理由にあげることはできない。現在で も、 日系人 を初め と
するアジア系の者に対 する偏見や差別があるが、戦時中の強制収容にいたった経緯には、その当時
日系人が置かれていた状況がいくつもかさなったという背景がある。1で述べたような、中国系や日
系移民の急増、異質な文化 を有する東洋の民族への言葉にしがたい違和感、そして何より、勤勉で
有能な労働者 としての日系人に対して覚 える脅威- これらの ものが蓄積していたところへ、真珠
湾への奇襲が起爆剤となって強制収容にいたったと考えられている。
市民権を与えられていた日系2 世らも強制収容の対象になったことについては、当時政府が彼ら
を「非外人」 と呼んでいたことを干がかりに考えると、理解しやすいかもし れない。1942 年5 月12
日に発令された強制退去の指令では、日系1 世を「外人（alien）」、2 世以下を「非外人（non-alien ）」
と呼んでい る。1 世は帰化を認められていなかったから、外人と言えるだろうが、2 世は市民権を与
えられていたのであるから、この「非外人」という呼び方には、「市民権 を与えてい るから外人 とは
呼 べないが、 といってアメリカ国民 とも呼びたくない」 という政府や、アメリカ国民全般の感情が
色濃 く反映されていると思われる。戦争が勃発し、ドイツ人、イタリア人、日本人 が公式に「敵性
外国人」と呼ばれたが、強制収容 という扱いを受けたのは日系人 だけである。捕虜 の交換 も視野に
入れられていたと憶測されているが、「軍事上必要」というだけで、明確な理由 は公式には示されな
かったのである。
当時日系人は、アメリカ全土でもわずか0.3％、本土だけでは0.15％という少なさであり、 とて も
「脅威」と言えるような数ではなかった。 また、奇襲の現場 となったハワイでは、強制退去はごく
一部の者に限られ、のちに本土の強制収容所で実施された「忠誠審査」 も行われなかった。 ハワイ
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と本土とのこの格差は、何によるものであったか。1つには、ハワイにおいては人口に占める日系人
の割合が高く、ハワイ社会の構成員として本土以上に定着していたこと。2つ目には、日系人を強制
退去させてしまった場合、労働者を補填することが困難であったこと、が挙げられよう。しかし、
それ以上に、本土における反日感情の強さを考慮に入れなければいけないだろう。19
世紀末から20世紀初めにかけ、アメリカはスペインおよびイギリスとの競争に競り勝って、カ
リブ海、フィリピン諸島、ハワイ諸島などの覇権を獲得し、大きな自信を得ていた。このころから
声高に唱えられ始めたのが、「アングロ・サクソン優秀説」であった。これは、アングロ・サクソン
民族の特質と新世界の風土、新しい民主・共和主義の国家という結びつきがアメリカを強くしたと
いう思想である。歴史書、新聞、教会の説教でも説かれ、アメリカ国民に広く定着した。この思想
の定着によって、アングロ・サクソン以外の民族に対する意識的・無意識的な偏見や差別が正当化
されてしまったのである。
『ヒマラヤ杉…』の中でも、なぞの死をとげる漁師カールの母エックが、日系人に対する生理的
嫌悪を捨てられない狭小な人物として見事に描かれている。エック自身、ドイツからやってきた移
民であり、いまだに故郷のなまりがぬけないにもかかわらず、日系人を「ジャップ」という呼び方
でしか呼ばず、原住民（インディアン）と同等のものと考えて蔑む。
日系人が受けてきた偏見、差別の多くは、こうしたいわれのない反感に端を発するものであり、
戦争という悲劇がそれにいっそうの拍車をかけてしまったというしかないのではないだろうか。
強制収容によって引き裂かれたのは、日系人一人一人のアイデンティティーだけではない。日系
人社会の中にも大きな亀裂をつくったのである。まず軍部の策略として、英語の話せる2 世をとり
込もうという動きがあった。すでに50～60代を迎えていた1 世を無視し、収容所内で2 世にリーダー
シップを取らせることで、親子の対立、断絶という状況をつくりだした。また、「忠誠審査」の回答
によって日系人を分けることで、日系人の中に対立をつくりだした。つまり、「アメリカ軍部に忠誠
を誓うか?」という質問と、「日本の天皇への忠誠を放棄するか?」という質問をし、「NO 」と回答し
たり、回答を拒否した者を、新たにひとつの収容所（カリフォルニア州トゥールレイク収容所）に
まとめて収容し直したのである。日系人として非常に答えにくい問いであったが、アメリカでの定
着、永住を願っていた当時の日系人の多くは、これに「YES 」と回答することが自分たちの正義で
あり、生きる道であると考えたのであった。したがって、「NO 」と回答した者、回答を拒否した者、
日本への送還を希望した者は、「裏切り者」と呼ばれ、日系人社会は真っ二つに分裂した。さらに1944
年からは強制収容者の中からも徴兵が始まり、これに従う者と拒否する者との問にも分裂が生じた。
強制収容という虐待、屈辱に耐えながらアメリカに忠誠を誓って従軍した者たちは英雄視され、拒
否した者たちはいくじなしと軽蔑されたのである。
このような辛酸をなめた日系人たちの中には、当然日本への帰国を望む者もあったが、故国が敗
戦によって焦土と化したという報せに接し、涙をのんで帰国を断念、アメリカでのゼロからの再出
発を余儀なくされた。強制収容はそれまでI 世が苦労して築き上げてきたものをすべからく破壊し、
奪い取ってしまった。忠誠審査の英文すら理解できず、初老期を迎えていたI 世の心中がいかなる
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ものであったか、想像に難くない。1960
年代以降、アメリカでは公民権運動やルーツ現象の広まりとともに、少数民族の評価や自己
のルーツさがしがブームとなったが、今はもうそのブームも去っている。異人種間結婚も年々増え、
日系人も4 世、5世の時代を迎えている。集団での移民が日本で行われなくなってすでに久しく、ア
メリカにおける日系人の割合は低下し続けている。ハワイのホノルルにある「ハワイ日本文化セン
ター」（1994年設立）の会員数も当初の約5 千人から現在は約2 千人にまで減っており、日系人の若
者の日本の文化や伝統に対する興味は薄れる一方だという。民族や人種といった言葉や、それに対
するこだわりが重視されなくなっている状況が、人種や民族による差別や偏見の消滅につながるも
のであるならば、それは肯定的に受け入れていかなくてはならないだろう。1世や2 世の苦い経験を
いかに語り継いでいくか、その意義と方法を問い直す時機を迎えているのである。
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